
ロ
の
ｍ
ｇ
§
言
員
嬉
・
量
の
§
瀞
冒
晦
§
旨
冨
包
§
四
○
○
畔
§

函
両
『
ミ
。
冨
画
○
の
ユ
旨
Ｑ
こ
い
．
』
画
冒
国
四
局
の
ロ
ロ
固
云
ご
①
の
冒
圃
』
ｇ
の
滝

。
：
曾
碗
・
の
喜
異
道
噸
目
…
・
冒
唾
か
ら
の
抄
訳
本

で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
た
。
こ
の
推
測
は
こ
れ
ま
で
学
界
の
中

で
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
が
、
「
血
論
」
と
ぎ
の
蔦
§
○
胃
の

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
「
血
論
」
と
内
容
的
に
一
致
す
る
部
分
を

冒
切
豊
昌
さ
君
の
、
の
中
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
「
血
論
」
の
新
宮
涼
庭
自
筆
草
稿
（
京
都
大
学
附
属
図
書

（
２
）

館
、
請
求
番
号
７
１
０
３
／
ヶ
／
１
）
の
存
在
を
知
胴
ソ
、
こ
の
草

稿
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
手
掛
か
り
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
書
を
探

し
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
（
１
）
で
は
、
新
宮
涼
庭
自
筆
草
稿
を
も
と
に
、
原
書
の

解
明
お
よ
び
内
容
の
分
析
を
行
う
。
報
告
（
２
）
で
は
自
筆
草
稿

の
翻
刻
を
し
、
草
稿
と
原
文
と
の
比
較
並
び
に
同
時
代
の
他
の
蘭
一イ

上

学
資
料
と
の
比
較
を
通
じ
て
使
用
用
語
と
医
学
思
想
の
分
析
を
行
一

い
た
い
。

第
一
節
「
血
論
」
の
原
書

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
「
血
論
」
の
自
筆
草
稿
は
九
丁

か
ら
成
る
小
冊
子
で
、
巻
頭
に
「
血
論
」
と
題
さ
れ
「
新
宮
涼
庭

碩
著
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
に
は
新
宮
涼
庭
自
筆
の
和
文
下
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一一

「
血
論
」
は
、
京
都
の
蘭
学
者
新
宮
涼
庭
（
一
七
八
七
～
一
八

五
四
）
が
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
か
ら
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

に
か
け
て
長
崎
に
留
学
し
て
い
た
時
に
著
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
系
統
的
な
顕
微
鏡
医
学
が
明
治
時
代
に
始
ま
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
中
で
、
「
血
論
」
は
そ
れ
よ
り
半
世
紀
も
前
に

顕
微
鏡
に
よ
る
血
液
分
析
の
記
録
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
実
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。

現
存
す
る
写
本
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
あ
る

程
度
流
布
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
「
血
論
」
が
翻
訳
で
あ
る

の
か
、
編
著
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
新
宮
涼
庭
が
自

ら
顕
微
鏡
観
察
を
行
な
っ
て
書
い
た
の
か
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
阿
知
波
五
郎
氏
は
「
血
論
」
が
ブ
ー
ル
ハ

ー
フ
ェ
の
ぎ
の
註
昌
§
の
ｍ
の
蘭
訳
本
で
あ
る
○
．
目
の
房
冒
ぐ
の
）

は
じ
め
に 新

宮
涼
庭
「
血
論
」
の
研
究
（
１
）

ｌ
自
筆
草
稿
に
み
る
翻
訳
過
程
Ｉ

）

ク
レ
イ
ン
ス
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

（
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
）
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